
消防団員による消火活動

急性アレルギー症状を緩和するアドレナリン
自己注射薬（エピペン）の練習用トレーナー
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�
消
防
団
員
の
拡
充
に
向
け
て
新

た
な
取
組
み
が
必
要
。
見
解
を
。

�
薬
剤
師
会
と
医
薬
品
の
備
蓄
な

ど
で
連
携
を
深
め
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
防
災
無
線
が
設
置
さ

れ
て
い
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

【
区

長
】
�
傷
病
者
が
殺
到
す

る
中
で
の
迅
速
な
対
応
は
、
区
民

の
生
命
を
守
る
た
め
に
も
大
変
重

要
。
�
今
後
も
各
種
防
災
事
業
や

広
報
い
た
ば
し
へ
の
掲
載
な
ど
で

支
援
し
て
い
く
。
�
薬
剤
師
会
と

の
協
議
の
中
で
、
設
置
が
必
要
と

さ
れ
た
場
合
は
検
討
す
る
。

文
化
振
興
事
業
の
推
進
を

【
質

問
】
板
橋
吹
奏
楽
団
と
小

中
学
校
の
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
な
ど
、

幅
広
い
世
代
で
交
流
で
き
る
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
演
奏
の
実
施
を
。

【
区

長
】
音
楽
文
化
に
対
す
る

関
心
を
高
め
る
効
果
的
な
情
報
発

信
手
段
と
考
え
て
お
り
、
実
施
に

向
け
て
検
討
を
進
め
て
い
く
。

※
以
上
の
ほ
か
、
公
共
施
設
の
老

朽
化
へ
の
対
策
、
放
課
後
対
策
事

業
（
あ
い
キ
ッ
ズ
）
の
進
め
方
に

つ
い
て
質
問
が
あ
っ
た

教
育
の
課
題
を
問
う

【
質

問
】
�
教
職
員
が
誰
で
も

エ
ピ
ペ
ン
を
使
用
で
き
る
よ
う
研

修
会
の
実
施
を
。
�
他
区
に
比
べ

土
曜
授
業
の
回
数
が
少
な
く
、
実

施
回
数
は
各
学
校
に
委
ね
ら
れ
て

い
る
。
実
施
回
数
を
増
や
し
、
授

業
数
の
統
一
化
を
。
�
土
曜
授
業

と
い
き
い
き
寺
子
屋
事
業
と
の
兼

ね
合
い
の
今
後
の
展
開
は
。

【
教
育
長
】
�
エ
ピ
ペ
ン
を
保
有

す
る
児
童
・
生
徒
の
い
る
学
校
に

対
し
て
は
、
全
教
員
を
対
象
と
し

た
研
修
の
実
施
を
指
導
す
る
。
�

２５
年
度
か
ら
全
小
・
中
学
校
で
各

学
期
１
回
、
年
３
回
以
上
の
振
替

休
業
日
な
し
の
土
曜
授
業
を
行
う
。

実
施
回
数
の
増
加
は
、
国
、
都
お

よ
び
他
区
の
動
向
を
見
定
め
検
討

す
る
。
�
土
曜
授
業
と
の
重
複
を

避
け
る
こ
と
や
実
施
曜
日
を
工
夫

す
る
な
ど
の
調
整
を
し
て
実
施
し

て
い
く
。

緊
急
経
済
対
策
の
活
用
を

【
質

問
】
�
国
の
補
正
予
算
・

緊
急
経
済
対
策
に
よ
る
区
へ
の
財

政
的
効
果
・
見
通
し
の
評
価
は
。

�
体
育
館
内
非
構
造
部
材
の
耐
震

性
に
つ
い
て
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。
�

緊
急
経
済
対
策
を
活
用
し
て
打
音

検
査
を
実
施
し
、
問
題
が
あ
れ
ば

耐
震
化
工
事
の
実
施
を
。
�
区
内

医
療
施
設
の
耐
震
化
率
を
把
握
し

て
い
る
か
。
ま
た
、
医
療
施
設
の

耐
震
化
推
進
の
後
押
し
を
。

【
区

長
】
�
詳
細
が
不
明
の
た

め
、
区
の
補
正
予
算
に
反
映
す
る

こ
と
は
困
難
な
状
況
。
区
財
政
の

好
転
に
長
期
に
わ
た
っ
て
寄
与
す

る
よ
う
期
待
し
て
い
る
。
�
把
握

し
て
い
な
い
。
今
後
、
都
を
通
じ

て
病
院
の
耐
震
化
の
情
報
を
入
手

し
、
区
内
医
療
機
関
に
対
し
て
、

助
成
制
度
の
周
知
を
し
て
い
く
。

【
教
育
長
】
�
文
部
科
学
省
作
成

の
「
学
校
施
設
の
非
構
造
部
材
の

耐
震
化
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
を
使
用

し
て
、
学
校
職
員
に
よ
る
点
検
や

転
倒
・
落
下
防
止
対
策
を
行
っ
て

い
る
。
�
活
用
で
き
る
補
助
項
目

は
積
極
的
に
活
用
し
て
い
く
。

※
以
上
の
ほ
か
、
街
路
灯
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
、
軽
度
外
傷
性
脳
損
傷
（
Ｍ

Ｔ
Ｂ
Ｉ
）
に
つ
い
て
質
問
が
あ
っ

た

い
た
ば
し
未
来
創
造
プ
ラ
ン
を
問

う【
質

問
】
�
教
育
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
へ
の
区
長
の
決
意
は
。
�

区
政
経
営
の
一
体
改
革
の
主
体
者

は
区
民
、
職
員
、
議
員
、
区
長
で

あ
る
。
け
ん
引
役
と
し
て
、
区
職

員
の
グ
ッ
ド
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
の
取

組
み
事
例
を
区
政
経
営
の
一
体
改

革
の
エ
ン
ジ
ン
と
し
て
オ
ン
リ
ー

ワ
ン
の
モ
デ
ル
と
す
べ
き
。
ま
た
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
な
ど
で
区
職
員
の
情
報
発
信
を
。

【
区

長
】
�
未
来
創
造
プ
ラ
ン

で
は
未
来
に
つ
な
ぐ
子
育
て
・
教

育
を
掲
げ
て
お
り
、
魅
力
あ
る
学

校
づ
く
り
を
進
め
る
。
�
Ｇ
Ｎ
Ｐ

活
動
を
契
機
に
、
区
職
員
の
意
識

改
革
と
さ
ら
な
る
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
に
努
め
る
。
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
は
２５
年
４
月
以
降
に
掲
載
予

定
。
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に
つ
い
て

は
検
討
す
る
。

教
育
の
課
題
を
問
う

【
質

問
】
�
小
・
中
学
校
で
基

礎
学
力
を
補
習
す
る
仮
称
「
い
た

ば
し
未
来
創
造
塾
」
の
開
講
を
。

�
中
学
校
で
定
期
的
に
い
じ
め
防

止
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
を
。
�

教
員
に
い
じ
め
対
応
の
研
修
を
。

【
区

長
】
�
教
育
支
援
セ
ン
タ

ー
の
開
設
や
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
学

習
方
式
な
ど
と
も
関
連
付
け
、
教

育
委
員
会
と
連
携
を
し
な
が
ら
検

討
・
研
究
を
深
め
て
い
く
。

【
教
育
長
】
�
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

学
習
方
式
と
も
連
動
さ
せ
、
基
礎

学
力
向
上
の
た
め
に
、
学
習
内
容

や
補
習
学
習
の
場
の
確
保
に
つ
い

て
検
討
す
る
。
�
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

の
実
施
を
学
校
に
働
き
か
け
る
。

�
今
後
も
い
じ
め
問
題
に
か
か
る

教
員
研
修
の
充
実
を
図
る
。

歩
行
者
用
信
号
機
の
設
置
を

【
質

問
】
徳
丸
一
丁
目
１８
番
と

徳
丸
三
丁
目
交
差
点
の
信
号
に
歩

行
者
用
信
号
機
の
設
置
を
。

【
区

長
】
徳
丸
一
丁
目
１８
番
の

信
号
機
は
、
志
村
警
察
署
か
ら
公

安
委
員
会
に
上
申
す
る
こ
と
を
検

討
す
る
と
の
回
答
を
得
た
。
徳
丸

三
丁
目
は
、
所
管
警
察
署
に
相
談

の
う
え
、
対
応
し
て
い
く
。

※
以
上
の
ほ
か
、
地
域
防
災
計
画

に
つ
い
て
質
問
が
あ
っ
た

第
�
回
区
議
会
定
例
会
の
開
会
予
定

平
成
２５
年
第
２
回
区
議
会
定
例
会
を
６
月
３
日
（
月
）
か
ら
６
月

１９
日
（
水
）
ま
で
、
会
期
１７
日
間
に
わ
た
り
開
会
す
る
予
定
で
す
。

会
議
は
原
則
と
し
て
午
前
１０
時
（
議
会
運
営
委
員
会
は
午
後
１
時

か
ら
）
に
開
会
の
予
定
で
す
。
変
更
と
な
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、
傍
聴
を
ご
希
望
の
方
は
、
事
前
に
区
議
会
事
務
局
に
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

な
お
、
第
２
回
区
議
会
定
例
会
で
の
審
査
を
希
望
さ
れ
る
請
願
・

陳
情
は
、
５
月
２４
日
（
金
）
ま
で
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

■
日

程

５
月
２７
日
�
告
示

�
議
会
運
営
委
員
会

６
月
３
日
�
本
会
議

４
日
�
本
会
議

６
日
�
企
画
総
務
委
員
会

�
区
民
環
境
委
員
会

�
健
康
福
祉
委
員
会

６
月
７
日
�
都
市
建
設
委
員
会

�
文
教
児
童
委
員
会

１２
日
�
議
会
運
営
委
員
会

１３
日

��	
�
特
別
委
員
会

１４
日

１８
日
�
議
会
運
営
委
員
会

１９
日
�
本
会
議

「
災
害
対
策
に
つ
い
て
」

東
日
本
大
震
災
発
生
を
受
け
、
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
課
題
を

整
理
す
る
と
と
も
に
、
地
域
防
災
計
画
の
改
訂
、
業
務
継
続
計

画
の
策
定
、
支
援
体
制
な
ど
の
確
立
に
向
け
、
検
討
を
行
っ
た
。

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
す
と
と
も
に
、
区
民
一
人

ひ
と
り
の
主
体
的
な
行
動
を
促
進
し
、
危
機
管
理
意
識
を
醸
成

す
る
た
め
、
初
動
対
応
力
の
充
実
強
化
、
避
難
所
に
お
け
る
見

直
し
、
区
民
へ
の
情
報
発
信
・
意
識
啓
発
、
水
害
対
策
、
帰
宅

困
難
者
支
援
の
基
盤
整
備
、
防
災
訓
練
、
建
物
耐
震
化
促
進
、

放
射
能
汚
染
対
策
、
防
災
力
の
充
実
強
化
に
向
け
て
の
９
項
目

に
つ
い
て
提
言
す
る
。

「
区
内
中
小
企
業
な
ど
の
支
援
策
に
つ
い
て
」

産
業
構
造
の
変
化
や
不
況
の
長
期
化
、
後
継
者
不
足
、
東
日

本
大
震
災
の
影
響
な
ど
に
よ
り
、
急
速
な
変
化
に
対
応
で
き
な

い
事
業
者
は
厳
し
い
状
況
に
追
い
込
ま
れ
て
お
り
、
将
来
に
向

け
て
の
地
域
産
業
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
て
い
る
。

中
小
企
業
な
ど
の
現
状
な
ど
の
調
査
を
行
う
と
と
も
に
、
中

小
企
業
な
ど
の
ニ
ー
ズ
、
各
地
域
が
も
つ
資
源
や
実
情
を
踏
ま

え
た
中
長
期
的
な
地
域
経
営
戦
略
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
。

ま
た
、
板
橋
区
の
中
小
企
業
に
対
す
る
支
援
策
、
商
店
街
に

対
す
る
支
援
策
、
企
業
立
地
支
援
施
策
の
推
進
、
区
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
提
言
す
る
。

北朝鮮（朝鮮民主主義人民共和国）は、平成２５年２月１２日、３回目の地
下核実験を実施したと発表した。昨年１２月の長距離ミサイルの発射に続き、
今回の核実験も国連安全保障理事会の決議に違反して強行されたものであ
る。核実験の中止を求める多くの要請を無視し、核実験を強行したことは、
国際社会の平和と安全に対する重大かつ深刻な挑戦であり、強い憤りと深
い憂慮を禁じえない。
板橋区議会は、世界の恒久平和の実現を目指して「板橋区平和都市宣言
に関する決議」を行い、核兵器の廃絶を全世界に訴えており、国際平和へ
の切実な願いを踏みにじる北朝鮮の核実験実施を断じて容認することはで
きない。
よって、板橋区議会は、北朝鮮の核実験実施に断固抗議し、今後の核実
験と核開発を直ちに中止するよう強く求めるものである。
以上、決議する。

平成２５年２月１４日
板 橋 区 議 会

「
東
上
線
の
連
続
立
体
化
と
大
山
駅
周
辺
地
域
の
ま
ち
づ
く
り

計
画
に
つ
い
て
」
及
び
「
区
内
の
交
通
に
お
け
る
課
題
に
つ
い

て
」区

内
に
は
複
数
の
鉄
道
や
路
線
バ
ス
が
あ
り
、
区
民
の
移
動

手
段
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
ま
た
、
東
日
本

大
震
災
の
影
響
に
よ
り
、
緊
急
時
の
移
動
手
段
と
し
て
自
転
車

へ
の
需
要
も
急
速
に
高
ま
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
東
上
線
立
体
化
と
そ
れ
に
伴
う
大
山
周
辺
地
域
の

ま
ち
づ
く
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
及
び
自
転
車
関
係
施
策
に

論
点
を
絞
り
、
課
題
や
改
善
策
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
た
。

東
上
線
の
連
続
立
体
化
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
、
自
転
車
施

策
及
び
区
内
の
共
通
し
た
交
通
施
策
に
関
し
て
提
言
す
る
。

「
議
会
改
革
の
方
向
性
に
つ
い
て
」

近
年
の
地
方
自
治
法
の
改
正
な
ど
に
よ
り
、
議
会
の
権
限
は

拡
大
し
て
い
る
。
民
主
主
義
の
根
幹
で
あ
る
住
民
の
参
政
意
識

を
高
め
、
権
限
の
拡
大
に
伴
う
責
任
に
耐
え
う
る
議
会
に
変
え

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

議
会
基
本
条
例
に
つ
い
て
は
、
学
識
経
験
者
を
参
考
人
と
し

し
ょ
う
へ
い

て
招
聘
し
、
条
例
に
関
す
る
認
識
を
議
会
全
体
で
共
有
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

区
民
と
の
理
想
的
な
関
係
を
構
築
す
る
議
会
を
目
標
と
し
て
、

議
会
基
本
条
例
及
び
そ
の
他
の
議
会
改
革
関
連
項
目
に
つ
い
て

提
言
す
る
。

田

中

い

さ

お

（
公

明

党
）

な

ん

ば

英

一

（
公

明

党
）

災害対策
調査特別委員会

地域経済活性化
調査特別委員会

交通対策
調査特別委員会

議会改革
調査特別委員会

特
別
委
員
会
が
報
告
書
を
ま
と
め
ま
し
た

４
つ
の
特
別
委
員
会
で
は
、
区
政
課
題
に
つ
い
て
活
動
方
針
に
基
づ

き
調
査
・
研
究
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
解
決
に
有
効
な
対
応
策
を

取
り
ま
と
め
た
の
で
、
要
旨
を
掲
載
し
ま
す
。

一一
般般
質質
問問
要要
旨旨（（
７７
面面
かか
らら
続続
くく
））

北朝鮮の核実験に抗議し、
世界の恒久平和を求める決議

平成２５年（２０１３年）４月２１日（８）い た ば し 区 議 会 だ よ り第１６４号


